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Recently station is beyond the traffic. Thus, the elements of the city as a base is darker. Has changed in the 
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Field survey and data analysis, visualization of the space by walking, how to verify the expression of diversity 
and complex nature  
Key Words : Pedestrian space, Station, Diversity, Complex  
 
 
１． はじめに 
昨今の鉄道駅は交通という枠を超え,商業,文化,医療
施設など様々な機能を持ち拡大することで都市の拠点
の色をより濃くしている.近年では「エキナカ」の発展
や,駅周辺の開発により,駅は従来の利用方法だけでは
なく,多様性・複合性を兼ね備えた空間へと変化してい
ると考えられる.本研究では東京に存在する駅を中心と
した歩行空間に着目し,類型化や歩行空間に存在する要
素を分析することで,都市に広がりを見せる歩行空間の
現状を記録するとともに,歩行空間にはどのような多様
性・複合性が表れているのかを検証する. 
 
２． 歩行空間のタイポロジー 
（１）歩行空間の定義 
歩行空間の類型化にあたり,本章では「駅に直接接続
していて,車道に降りることのない地下もしくは高架の
通路」を満たす場を歩行空間として定める. 
（２）調査方法 
初めて訪れた人がまるで出口が見つからない迷路の
ようだと思ってしまうほど大規模かつ複雑な歩行空間
が存在する東京駅や新宿駅といった都心部の駅を中心
に 268 駅を対象とする.GIS による地図データの活用に
より,歩行空間の平面構成を捉える.そして駅からどの
ような構成で広がっているのかを視覚化することで,歩
行空間と接続している機能の把握や構成による分類を
可能とする(図 1). 
 
図 1 可視化した歩行空間マップの例 
 
（３）6 つの類型化 
歩行空間マップを作成することで,駅を中心とした歩
行空間は大きく 6 つのタイプに分類することが出来た
(図 2). 最も多く見られたタイプが「駅完結型」であ
り,268 駅中 162 駅を占める.駅に付随している機能があ
る場合には商業施設やオフィスが多く,住宅や公共機能
とのつながりは見られなかった.次に多く見られたタイ
プが「地下通路型」であり,268 駅中 48 駅が該当した.
「高架歩行路型」は 268 駅中 17 駅が該当し,他の 3 つの
タイプにいたっては 10を下回ることが明らかとなった.
本章における定義では歩行空間が存在しない「駅完結
型」が最も普及している駅の構成であることがわかっ
た.  
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図 2 歩行空間のダイアグラム 
 
３． 34 の歩行空間を対象とした分析 
前章の類型化や既往研究[1][2]をもとに,東京に存在
する地下もしくは高架歩行空間が存在する 34 駅を対
象に,各歩行空間の数値データをもとに相関分析と重回
帰分析を行い,歩行空間に存在する要素間の関係性を検
証する[3][4].相関分析には用いた式は（1）と（2）に示
した.また表 1 は重回帰分析による結果である. 
 
（1） 
 
（2） 
 
表 1 重回帰分析による結果 
 
  相関分析により, 駅面積と路線数,地下歩行空間面積
と歩行空間面積,乗降者数と路線数,駅面積と歩行空間
面積,駅面積と地下歩行面積の要素間には強い相関があ
ることを明らかにした. 
  また, 重回帰分析により商業施設やオフィスといっ
た接続機能や乗降者数,路線数,高架歩行空間という駅
に関する数値データの中で,最も歩行空間面積に影響を
与えているのは地下歩行空間面積(地下街)であること
が明らかとなった. 地下街面積と高架面積とではもと
もと地下街面積の方がスケールが大きいため、地下街の
影響が大きいのは予想通りの結果と言えるが、実際に数
値を調べて分析することで地下街の影響力の強さ、関係
性の強さを証明した 
 
４． 東京・新宿・渋谷・品川の分析 
（１）地上歩行空間の定義 
第二章の類型化と第三章の数値データを参考に,大規
模歩行空間を有する東京・新宿・渋谷・品川の四駅につ
いて分析を進める.分析するにあたり第二章で定義した
地下・高架歩行空間に加えて,「地上歩行空間」を調査対
象に加える. 地下・地上・高架と異なるレベルに存在す
る歩行空間を捉え,比較することで,歩行空間間の関連性
が見いだせると考える. 
地上歩行空間の定義は「①車道を通ることなく人が歩
いていける歩道部分②ガードレールや植栽などによっ
て車道と歩道が分離されている歩道部分③駅に直接接
続している歩道 ,もしくは駅に直接接続されている地
下・高架歩行空間と直接接続している歩道」と定めた(図
3) 
.
 
図 3 地上・高架歩行空間 
 
（２）東京駅の歩行空間分析 
図 4 は東京駅の歩行空間マップである. 
地下の他に地上歩行空間を含めた.マップから読み取
れることや現地調査で感じたこと,数値データをもとに,
東京駅の歩行空間を分析する.  
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 図 4 東京駅の歩行空間マップ 
 
東京駅は第二章の類型では「駅接続型」と「地下街型」
が複合した特殊解の歩行空間を持つ.八重洲地下街の面
的な広がりと,地下通路の線的な広がりにより駅周辺に
は非常に大規模な地下歩行空間が広がっていることが
確認できる.東京駅から地下歩行空間だけを介して大手
町駅,二重橋前駅,日比谷駅,有楽町駅,銀座駅,銀座一丁目
駅,東銀座駅といった計 7 つの駅に移動することが可能
である. 
また,地上歩行空間は丸の内地区を筆頭に街区周囲に
整備されており,地下歩行空間と地上歩行空間の複合に
よって霞ヶ関駅や桜田門駅にも車道を跨ぐことなく移
動が可能となっていて,非常に広大な範囲に歩行空間ネ
ットワークが張り巡らされていることが明らかとなっ
た.地下・地上を含めた歩行空間の総距離は約 48km とな
り,いかに巨大な歩行空間が存在しているかがわかる。 
（３）歩行空間領域による分析 
地上歩行空間が囲んでいる空間内には様々な用途の
建築が立ち並んでいるが,基本的には人が歩くことが可
能となっている空間である.これに地下・高架歩行空間に
が占める部分を足し合わせた空間を「歩行空間領域」と
定める.  
第二章と第四章で定義した地下・地上・高架歩行空間
をもとに,東京・新宿・渋谷・品川の歩行空間領域の図式
化を試みることで,数値だけではイメージがつきにくい
歩行空間の広がりを検証した. 
図 4は上記四駅の歩行空間領域を同一スケールで並べ
たものである.左上から時計回りに品川・新宿・東京・渋
谷の歩行空間領域が並べられている.マップの作成や面
積の計算にあたり,池や線路などの人が立ち入ることの
ない部分に関しては除外している. 
 
 
図 5 四駅の歩行空間領域 
 
一目見て分かるように東京駅の歩行空間領域が群を
抜いて広大であることが確認できる.前節で述べたよう
に東京駅周辺には広大な地下歩行空間が存在するため,
地上歩行空間と結びつき,120 万㎡を超える歩行空間領
域が形成されている.対照的に渋谷駅は四駅の中では最
も小さい歩行空間領域が確認された. 
歩行空間領域面積は地上歩行空間により囲まれた部
分の面積によるところが非常に大きい.東京・丸の内や
西新宿といった高層ビル街では街区を囲むように地上
歩行空間が整備されているため,大きな歩行空間領域が
形成されているが,実際に駅に直接接続されている地上
歩行空間は,駅周囲に確認できる程度であり,街へと広
がっていく地上歩行空間は上記四駅では品川の線路沿
いの道が一番長い距離を示している.つまり,地上歩行
空間は地下・高架歩行空間との複合によって初めて巨大
なものとなってくるのである. 
 
５． 結論 
268 駅の歩行空間形態の分類から始まり,地下・高架歩
行空間を持つ 34 駅についての接続機能や数値による分
析,それによって浮かび上がった特徴的な歩行空間を持
つ東京駅,新宿駅,渋谷駅,品川駅の分析を通じて, 各駅間
にはそれぞれ同じタイプの歩行空間を持っている部分
もあるが,タイプが同じであっても実際には全く異質の
歩行空間が広がっていたり,地下・地上・高架歩行空間が
複合することにより全体の歩行空間が拡大化している
ことが明らかとなった. 
また,新宿の地下街は 4つ存在するのだが,それらが新
宿の地下歩行空間を占める割合は 84％と非常に高い数
値が出ている.これは新宿の地下歩行空間の大部分を地
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下街が占めているということである. 地下街の商業店舗
により、新宿の周囲では地下でも買い物や店舗内で休憩
する人の姿が確認できる.地下通路として利用する人は,
そういった賑わいのある場所を移動することとなり ,こ
の点がただ単に駅を接続したり、地上に出るまでの単調
な地下通路を持つ駅の歩行空間とは大きく異なってお
り,歩行空間の多様性を示している. 
これらのことから歩行空間にはで多様性・複合性があ
るということを確認すると同時に,その一端をつかむこ
とができた. 
東京駅はペデストリアンデッキ「グランルーフ」と八
重洲口駅前広場が建設・計画中,新宿駅は南口の線路の上
に人工地盤を設け,広場,バス乗り場などを備えたターミ
ナルが建設中,渋谷駅は東急東横線が 2012 年度中に地下
化し,東京メトロ副都心線と相互直通運転を始め,銀座
線やＪＲ埼京線もホームが移転する計画があり,品川駅
は東北縦貫線が再開発中でホームに変化が生まれ,さら
に 2027 年にはリニア中央新幹線が乗り入れる予定とな
っている.このように各駅とも今後駅空間をはじめ歩行
空間にも大きな変化が生まれることが予測できる.上記
四駅をはじめとして,今後も数多くの駅が再開発などに
よって変化していくが,新しい複合の仕方や形態の変化
によって新たな歩行空間が生まれてくることを期待し
たい. 
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